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九條本 『文選』 の識語の検討

















下が出版されている｡以後､ (3)文選学研究資料嚢編､ (4)文選学書録､ (5)文選集校､













































日本後紀』巻九と巻一二､ 『菅家文革』巻六､ 『延喜式』巻二〇 ｢大学寮｣の｢講書｣の条





















































































































































































































































































































































































































位の人物が｢正親町大夫｣ (05)であり､ついで｢秋田城務｣ (08)､ ｢筑州別駕｣ (07)､
｢千手才子｣ (17)､ ｢垂水藤才子｣ (18)などの地方長官や次官､無官の御曹司たちだ｡





漢籍は『古文尚書』 『古文孝経』 『後漢書』 『貞観政要』 『帝範』 『臣軌』 『白氏文集』などで､
『文選』は一例も見当たらない｡同著三二頁から三四貢にある｢公卿･将軍等の特定貴人
に授けた記事｣においても､ 『文選』が授けられた事例は､当該の九候本『文選』に関わ


















の善本を借り出して校合し(03､ 04､ 05､ 09､ 10)､時には病をおして(13)､また時に
は何らかの事情に迫られていたかもしれないが夜を徹して(10､ 14､ 19､ 20､ 21､ 23､
24､ 25)､老齢に至っても暑熱の季節に汗を拭いながら(28)精励している｡中国のよう
に科挙が確固たる制度として定着しておらず､したがって『文選』 -の習熟がそのまま栄
達や栄誉の足がかりになるとは限らない国において｡
さらに注目されるのは､彼らが東国の武将を教授の対象としている一件(08)である｡
第三章に述べたように､これは､一三世紀後半に中国古典学習が､西から東-､また堂上
公家から武家-と伝播する一環をなしている｡のみならず､当該の九候本『文選』とはま
た異なる系統の采版五臣李善注『文選』六〇巻(いわゆる足利本『文選』)や平安写本
『文選集注』一二〇巻が､東国の武家支配のもとで珍重される端緒の一つであったと見ら
れる｡
中央の博士家を小さな核としつつ､ 『文選』が､日本国内のより異質な､より周縁に位
置する地域や階層に渉みわたっていくさまが､九候本『文選』の識語から紡梯されるので
ある｡
注
(1) 『文選索引附録』 (一九五九年付けの｢はしがき｣を含む)一一頁｡
(2)本文前掲『中外学者文選学論集』上四三二頁｡初出は『文選学論文集』 (時代文芸
出版社､一九九二年)0
(3) 『群書類従』第四輯補任部巻四九(続群書類従完成会｡一九三二年n　一九七七年訂
正三版第三刷)による｡なお｢安達泰盛｣に関係する資料は､二〇年前に､中国文学
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研究室の磯部彰先輩(現東北大学東北アジア研究センター教授)が紹介して下さった
国史学研究室の賓藤氏にご教示いただいたものである｡脊藤氏の尊名を存じ上げず姓
のみをお書きする非礼をお詫びしつつ､磯部氏と賓藤氏に心から感謝申し上げたい｡
(4) 『吾妻鏡』第二三､健保六年三月一六日の件りによる｡
(5)以上､本文前掲『関東評定衆伝』と『尊卑分脈』による｡
(6)本文前掲小林著一二六〇百､ -四六二百､一四八〇百｡
(7)　同一一四五三頁｡
(8)　同一四六二頁｡
(9)　同一四四八～四九頁.
(10)同一-一四八一頁｡
<付図>簡略系図(『尊卑分脈』による)
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